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（１）空いているところに当てはまる数を答えましょう。
　　①　(３＋１０)×６＝３×○＋１０×６
　　②　(５－１)×４＝○×４－１×４

（２）工夫して求めましょう
　　①　１０７×７
　　②　９９×９

　　③　１８６×８＋１４×８

　　④　２８×６－２３×６

（３）(３＋５)×４＝３×４＋５×４となることを下の図を使って説明しましょう。


○○○○

○○○○

○○○○

●●●●

●●●●

●●●●

●●●●

●●●●



１　　領域：「数量関係」

　単元：「式と計算」

　評価の観点：




出題の趣旨：分配法則の意味を正しく理解できるかどうかを見る。

解答： 
(１)①６②５
(２) ①１０７×７＝１００×７＋７×７＝７００＋４９＝７４９

    ②９９×９＝(１００－１)×９＝９００－９＝８９１

　　③１８６×８＋１４×８＝(１８６＋１４)×８＝２００×８＝１６００

　　④２８×６－２３×６＝(２８－２３)×６＝５×６＝３０

(３)


○○○○

○○○○

○○○○

●●●●

●●●●

●●●●

●●●●
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２
（１）３×７をもとにして、次のかけ算の積を求めましょう。
　　　①３×１４

　　　②３×３５

　　　③３×７０
（２）□にあてはまる数はどんな計算で求められますか。
　　　①□×１４＝１９６

　　　②□÷１５＝１６５

　　　③１５６÷□＝１２
（３）□と　　　　　部分にあてはまる数や言葉を入れましょう。
　　　４８÷　６＝８

　　　↓×□　↓×□　　　　等しい

　　　９６÷１２＝８

（４）わり算のきまりを使って、工夫して計算しましょう。
　　　①７５÷１５
　　　②６３０÷２１０
　　　③１７０÷５


２　　領域：「数量関係」

　単元：「式と計算」

　評価の観点：





出題の趣旨：乗法と除法の性質について理解し、その関係を正しく理解できるかどうかを見る。

解答： 
（１）　①３×１４＝３×(７×２)＝(３×７)×２＝２１×２＝４２

　　　　②３×３５＝３×(７×５)＝(３×７)×５＝２１×５＝１０５

　　　　③３×７０＝３×(７×１０)＝(３×７)×１０＝２１×１０＝２１０

（2） ①□＝１９６÷１４＝１４

②□＝１６５×１５＝２４７５

③□＝１５６÷１２＝１３

（３）４８÷　６＝８

　　　↓×２　↓×２　　　　等しい

　　　９６÷１２＝８

（４）①７５÷１５＝１５÷３＝５

　　　②６３０÷２１０＝６３÷２１＝９÷３＝３

　　　③１７０÷５＝３４０÷１０＝３４

【 小学校算数・単元別問題 】





「式と計算②」





４年生





白丸と黒丸を全部合わせて考えると・・・


たてが　　　　個、横が　　　　個


全部で　　　　×　　　　＝　　　　





白丸と黒丸をそれぞれ求めて合わせると・・・


白丸は


たてが　　　　個、横が　　　　個


全部で　　　　×　　　　＝　　　　


黒丸は


たてが　　　　個、横が　　　　個


全部で　　　　×　　　　＝　　　　


白丸と黒丸を合わせると


　　　　×　　　　＝　　　　





上の２つの式の表す大きさは等しいので等号でつなぐことができる！！


(３＋５)×４＝３×４＋５×４





関・意・態





知識・理解





数学的考え方





技能
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（３）（３
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○





白丸と黒丸を全部合わせて考えると・・・


たてが　３＋５　個、横が　４　個


全部で　(３＋５)　×　４　＝　３２　





白丸と黒丸をそれぞれ求めて合わせると・・・


白丸は


たてが　３　個、横が　４　個


全部で　３　×　４　＝　１２　


黒丸は


たてが　５　個、横が　４　個


全部で　５　×　４　＝　２０　


白丸と黒丸を合わせると


　１２　＋　２０　＝　３２　





上の２つの式の表す大きさは等しいので等号でつなぐことができる！！


(３＋５)×４＝３×４＋５×４








９６÷１２＝８


↓÷□　↓÷□　　　等しい


４８÷　６＝８





わり算では、わる数とわられる数に、同じ数をかけても、同じ数でわっても、商は　　　　　　　。





関・意・態





知識・理解





数学的考え方





技能
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（４）
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９６÷１２＝８


↓÷２　↓÷２　　　　等しい


４８÷　６＝８





わり算では、わる数とわられる数に、同じ数をかけても、同じ数でわっても、商は変わらない。








